
アジアの伝統芸能 第十一回

梁祝故事の変遷



梁
祝
故
事
に
関
す
る
記
録
は
、
八
世
紀

初
め
の
唐
代
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
二
世
紀
初
め
の
北
宋
時
代
に
書
か
れ
た

梁
聖
君
廟
の
由
来
記
に
は
、
当
時
の
伝
説

が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

南
宋
時
代
、
梁
祝
の
悲
劇
に
同
情
し
た

人
々
は
、
新
た
に
「
化
蝶
モ
チ
ー
フ
」
を

生
み
出
し
、
今
日
の
梁
祝
故
事
の
原
型
が

完
成
し
た
。

そ
の
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
続
編
が
作
ら
れ

た
。
明
代
に
は
「
還
魂
モ
チ
ー
フ
」
、
清

代
に
は
「
投
胎
モ
チ
ー
フ
」
。
越
劇
も
当

初
は
「
還
魂
モ
チ
ー
フ
」
を
採
り
入
れ
て

い
た
。

し
か
し
近
代
に
な
っ
て
自
由
を
求
め
る

若
者
た
ち
と
い
う
普
遍
的
な
テ
ー
マ
が
再

評
価
さ
れ
る
と
、
梁
祝
故
事
の
原
型
＝

「
化
蝶
モ
チ
ー
フ
」
が
復
活
し
た
。

現
在
、
梁
山
伯
と
祝
英
台
は
縁
結
び
の

神
と
し
て
人
々
の
信
仰
を
集
め
る
一
方
、

二
〇
〇
六
年
に
は
二
人
の
物
語
が
「
第
一

批
国
家
級
非
物
質
文
化
遺
産
」
（
日
本
の

国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
に
相
当
）
に
登

録
さ
れ
た
。
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第一節 梁祝故事の起源



浙江省寧波

梁
祝
故
事
は
東
晋
時
代
に
誕
生
し
た
と

伝
え
ら
れ
る
。

そ
の
記
録
と
し
て
は
、
八
世
紀
初
め
の

唐
代
に
編
ま
れ
た
地
理
書
『
十
道
四
蕃

志
』
を
初
出
と
す
る
。

そ
の
後
、
十
二
世
紀
初
め
の
北
宋
時
代

に
書
か
れ
た
「
義
忠
王
廟
記
」 (

浙
江
省

寧
波
に
あ
る
梁
聖
君
廟
の
由
来
記)

に
は
、

当
時
の
伝
説
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
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梁祝故事の誕生
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(唐)梁載言『十道四蕃志』(8世紀初)‥梁祝故事最古の記録



現
存
す
る
最
古
の
記
録

(

唐)

梁
載
言
『
十
道
四
蕃
志
』

((

南
宋)

張
津
『
乾
道
四
明
図
経
』
所
引)

〔
解
説
〕

『
十
道
四
蕃
志
』
は
、
唐
の
中
宗
時
代

(

西
暦
七
〇
五
～
七
一
〇
年)

の
梁
載
言
が

著
し
た
地
理
書
。
道
は
唐
五
代
の
行
政
単

位
。
宋
の
大
観
元
年(
西
暦
一
一
〇
七
年)

、

勅
命
に
よ
り
復
刻
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
散

逸
し
た
。

し
か
し
、(

南
宋)

張
津
『
乾
道
四
明
図

経
』(

寧
波
の
地
方
志)

に
同
書
の
逸
文
が

引
か
れ
て
お
り
、
唐
代
、
こ
の
地
に
祝
英

台
と
梁
山
伯
を
合
葬
し
た
塚
が
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。



現
存
す
る
最
古
の
記
録

(

南
宋)

張
津
『
乾
道
四
明
図
経
』

義
婦
塚
は
、
梁
山
伯
と
祝
英
台
が
合
葬

さ
れ
た
地
で
あ
る
。
県
の
西
十
里
の
接
待

院
の
後
ろ
に
あ
り
、
い
ま
も
廟
が
残
っ
て

い
る
。
旧
記
に
よ
れ
ば
、
二
人
は
少
年
時

代
、
三
年
も
の
間
、
同
じ
学
校
で
学
ん
だ

が
、
梁
山
伯
は
初
め
祝
英
台
が
女
の
子
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
と
い
う
。

ま
っ
た
く
質
朴
な
こ
と
で
あ
る
。

按
ず
る
に
、
『
十
道
四
蕃
志
』
＊
に
い

う
「
義
婦
祝
英
台
と
梁
山
伯
は
塚
を
同
じ

く
す
」
と
は
、
す
な
わ
ち
こ
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。

＊(

唐)

梁
載
言
『
十
道
四
蕃
志
』
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(宋)李茂誠「義忠王廟記」(12世紀初)‥梁聖君廟の由来記



梁
聖
君
廟
の
由
来

（
宋
）
李
茂
誠
「
義
忠
王
廟
記
」

((

清)

聞
性
道
『
康
熙
鄞
県
志
』
所
収)

〔
解
説
〕

浙
江
省
寧
波
市
鄞
県
高
橋
に
、
梁
山
伯

と
祝
英
台
を
祀
っ
た
梁
聖
君
廟
が
あ
る
。

こ
の
廟
の
由
来
を
記
し
た(

宋)

李
茂
誠
＊

「
義
忠
王
廟
記
」
に
は
、
梁
山
伯
が
神
と

し
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
由
来
が
記

さ
れ
て
い
る
。

＊
李
茂
誠
は
北
宋
の
徽
宗
の
大
觀
年
間(
一
一
〇

七
～
一
〇)

の
知
明
州
事(

現
在
の
寧
波
一
帯
を

治
め
て
い
た
役
人)

。



梁
聖
君
廟
の
由
来

（
宋
）
李
茂
誠
『
義
忠
王
廟
記
』

神
の
諱
は
處
仁
、
字
は
山
伯
、
姓
梁
氏
、

会
稽
の
人
で
あ
る
。
神
の
母
は
夢
に
日
が

懐
を
貫
く
の
見
、
孕
む
こ
と
十
二
箇
月
、

時
に
東
晋
の
穆
帝
の
永
和
壬
子(

西
暦
三

五
二
年)

三
月
一
日
に
誕
生
し
た
。

幼
く
し
て
聡
明
で
、
長
じ
て
学
問
を
始

め
る
と
、
と
く
に
墳
典
（
古
典
）
を
好
ん

だ
。



梁
聖
君
廟
の
由
来

（
宋
）
李
茂
誠
『
義
忠
王
廟
記
』

か
つ
て
明
師
に
従
う
た
め
銭
塘
江
を
渡

り
、
道
中
一
人
の
若
者
と
出
逢
っ
た
。
容

姿
端
麗
で
、
書
箱
を
背
負
い
、
傘
を
担
い

で
い
た
。
渡
航
の
際
、
同
じ
船
に
乗
っ
た

の
で
、
こ
う
た
ず
ね
た
。

「
あ
な
た
の
お
名
前
は
」

「
姓
は
祝
、
名
は
貞
、
字
は
信
斎
で
す
」

「
ど
ち
ら
か
ら
い
ら
し
た
の
で
す
か
」

「
上
虞
の
里
か
ら
で
す
」

「
ど
ち
ら
へ
行
か
れ
る
の
で
す
か
」

「
む
こ
う
に
師
が
お
ら
れ
る
の
で
す
」



梁
聖
君
廟
の
由
来

（
宋
）
李
茂
誠
『
義
忠
王
廟
記
』

じ
っ
く
り
話
を
し
て
み
る
と
議
論
に
も

深
み
が
あ
り
、
す
ば
ら
し
い
友
人
を
得
た

と
喜
ん
だ
。
そ
こ
で
神
は
い
っ
た
。

「
故
郷
も
近
い
間
柄
。
私
は
不
才
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
ど
う
か
お
近
づ
き
な
っ
て

く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
」

こ
う
し
て
楽
し
く
旅
を
続
け
た
。



梁
聖
君
廟
の
由
来

（
宋
）
李
茂
誠
『
義
忠
王
廟
記
』

学
ぶ
こ
と
三
年
、
祝
は
両
親
の
こ
と
を

思
い
、
先
に
帰
る
こ
と
に
し
た
。



梁
聖
君
廟
の
由
来

（
宋
）
李
茂
誠
『
義
忠
王
廟
記
』

そ
れ
か
ら
二
年
し
て
、
山
伯
も
ま
た
故

郷
に
帰
っ
た
。
上
虞
へ
行
き
、
信
斎
を
訪

ね
た
が
、
誰
も
知
る
も
の
が
い
な
い
。
す

る
と
一
人
の
老
人
が
笑
っ
て
い
っ
た
。

「
わ
し
は
知
っ
と
る
ぞ
。
学
問
が
得
意
な

方
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
祝
家
の
九
番
目
の

娘
・
英
台
さ
ん
じ
ゃ
ろ
う
」

老
人
の
案
内
で
祝
英
台
に
会
い
、
と
も

に
詩
を
作
り
、
酒
を
飲
ん
で
別
れ
た
。

山
伯
は
こ
の
と
き
初
め
て
祝
英
台
が
女

の
子
だ
っ
た
と
知
り
、
愕
然
と
し
た
。



梁
聖
君
廟
の
由
来

（
宋
）
李
茂
誠
『
義
忠
王
廟
記
』

祝
英
台
の
屋
敷
を
あ
と
に
し
た
後
も
彼

女
の
清
純
さ
を
慕
い
、
父
母
に
頼
ん
で
結

婚
を
申
し
込
む
こ
と
に
し
た
。

と
こ
ろ
が
祝
英
台
は
す
で
に
鄮
城(

寧

波)

の
廊
頭
・
馬
氏
と
婚
約
し
、
希
望
を

実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

神
は
嘆
息
し
て
い
っ
た
。

「
生
き
て
は
ま
さ
に
侯
に
封
ぜ
ら
れ
、
死

し
て
は
ま
さ
に
廟
食
す
べ
し
。
こ
れ
し
き

の
こ
と
、
何
ぞ
論
ず
る
に
足
ら
ん
や
」



梁
聖
君
廟
の
由
来

（
宋
）
李
茂
誠
『
義
忠
王
廟
記
』

そ
の
後
、
簡
文
帝
が
賢
良
の
挙
を
行
っ

た
時
、
郡
は
神
を
召
し
、
鄮
令
を
授
け
た
。

と
こ
ろ
が
病
に
罹
っ
て
治
ら
な
く
な
っ
た

た
め
、
侍
者
に
こ
う
遺
言
し
た
。

「
鄮
の
西
の
清
道
源
の
九
隴
墟
を
埋
葬
の

地
と
す
る
よ
う
に
」

こ
う
し
て
瞑
目
し
、
こ
の
世
を
去
っ
た
。

寧
康
癸
酉(

西
暦
三
七
三
年) 
八
月
十
六
日

辰
の
時
で
あ
っ
た
。
郡
の
人
々
は
さ
っ
そ

く
梁
山
伯
の
た
め
に
墓
を
作
っ
た
。



梁
聖
君
廟
の
由
来

（
宋
）
李
茂
誠
『
義
忠
王
廟
記
』

翌
乙
亥
の
年(

西
暦
三
七
五
年)

、
暮
春

丙
子
の
日
、
祝
英
台
は
馬
家
に
輿
入
れ
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
川
の
流
れ
に
乗
っ
て

西
か
ら
や
っ
て
く
る
と
、
高
波
が
起
こ
り
、

船
は
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
驚
い

て
船
頭
に
た
ず
ね
る
と
、
船
頭
は
指
差
し

て
い
っ
た
。

「
ほ
か
で
も
な
い
。
あ
れ
が
梁
山
伯
さ
ま

の
新
し
い
墓
で
す
。
き
っ
と
祟
り
を
起
こ

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
」



梁
聖
君
廟
の
由
来

（
宋
）
李
茂
誠
『
義
忠
王
廟
記
』

祝
英
台
が
墓
参
り
に
行
き
、
大
声
で
泣

く
と
、
地
が
割
け
、
地
中
に
埋
ま
っ
て
し

ま
っ
た
。
従
者
た
ち
が
驚
い
て
そ
の
裾
を

引
く
と
、
破
れ
て
雲
の
よ
う
に
飛
び
去
り
、

董
溪
の
西
嶼
に
落
ち
た
。
馬
氏
は
役
人
に

訴
え
、
墓
を
暴
こ
う
と
し
た
が
、
大
蛇
が

墓
を
護
っ
て
い
た
た
め
に
で
き
な
か
っ
た
。

郡
の
役
人
は
こ
の
不
思
議
な
出
来
事
を

朝
廷
に
上
奏
し
た
。
丞
相
の
謝
安
は
こ
れ

を
義
婦
塚
に
封
じ
る
よ
う
進
言
し
、
こ
の

地
に
石
碑
が
建
て
ら
れ
た
。



梁
聖
君
廟
の
由
来

（
宋
）
李
茂
誠
『
義
忠
王
廟
記
』

安
帝
の
丁
酉(

西
暦
三
九
七
年)

の
秋
、

孫
恩
が
会
稽
を
襲
っ
た
＊
。
鄮
に
及
び
、

妖
党
は
石
碑
を
江
に
棄
て
た
。

太
尉
の
劉
裕
が
賊
軍
を
討
伐
し
た
時
、

神
が
劉
裕
を
助
け
よ
う
と
夢
に
現
れ
た
。

そ
の
夜
、
果
た
し
て
烽
火
が
煌
々
と
輝

き
、
軍
勢
が
姿
を
現
し
、
賊
軍
は
海
へ
と

逃
げ
て
い
っ
た
。

劉
裕
が
こ
れ
を
上
奏
す
る
と
、
帝
は
神

の
功
績
を
称
え
、
義
忠
神
聖
王
に
封
じ
、

有
司
に
命
じ
て
廟
を
建
て
さ
せ
た
。

＊
東
晋
時
代
の
末
、
宗
教
指
導
者
の
孫
恩
が
信
徒

と
と
も
に
反
乱
を
起
し
、
江
南
一
帯
を
襲
っ
た
。

劉
裕
は
こ
れ
を
討
伐
し
て
戦
功
を
挙
げ
、
や
が

て
衰
退
し
た
東
晋
の
禅
譲
を
受
け
、
南
朝
宋
の

武
帝
と
な
っ
た
。



梁
聖
君
廟
の
由
来

（
宋
）
李
茂
誠
『
義
忠
王
廟
記
』

越(
浙
江
省
の
古
名)

に
梁
王
祠
が
あ
り
、

西
嶼
に
前
後
二
つ
の
黄
裙
会
稽
廟
が
あ
る
。

民
間
で
は
お
よ
そ
旱
魃
や
疫
病
、
旅
人
な

ど
に
不
測
の
事
態
が
起
こ
る
と
、
こ
れ
に

祈
る
が
、
大
変
霊
験
あ
ら
た
か
で
あ
る
。



梁
聖
君
廟
の
由
来

（
宋
）
李
茂
誠
『
義
忠
王
廟
記
』

宋
の
大
観
元
年(

西
暦
一
一
〇
七
年)

季

春
、
勅
命
に
よ
り
『
九
域
圖
誌
』
と
『
十

道
四
蕃
志
』
が
集
め
ら
れ
、
事
実
を
考
証

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
記
」
と
は
記
録
す
る
こ
と
を
い
う
。

そ
の
伝
を
記
録
し
、
な
が
く
後
世
に
伝
え

た
い
。



第二節 梁祝故事の変遷



南
宋
時
代
、
梁
祝
の
悲
劇
に
同
情
し
た

人
々
は
、
新
た
に
化
蝶
モ
チ
ー
フ
を
生
み

出
し
た
。

中
国
の
伝
統
演
劇
が
黄
金
時
代
を
迎
え

た
元
代
に
な
る
と
、
梁
祝
の
物
語
も
演
劇

を
通
し
て
、
さ
ら
に
多
く
の
人
々
に
親
し

ま
れ
る
よ
う
な
っ
た
。

物
語
も
時
代
が
下
る
に
従
っ
て
改
編
さ

れ
、
明
代
に
は
還
魂
モ
チ
ー
フ
、
清
代
に

は
投
胎
モ
チ
ー
フ
に
よ
る
続
編
が
作
ら
れ

た
。越

劇
も
当
初
は
還
魂
モ
チ
ー
フ
を
採
用

し
て
い
た
が
、
役
者
た
ち
の
改
革
に
よ
っ

て
化
蝶
モ
チ
ー
フ
へ
と
回
帰
し
た
。
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化
蝶
モ
チ
ー
フ
の
誕
生

（
南
宋
）
史
能
之
『
咸
淳
毗
陵
志
』
巻
二
七

〔
解
説
〕

『
咸
淳
毗
陵
志
』
は
、
南
宋
の
咸
淳
四

年(

西
暦
一
二
六
八
年)

に
常
州
知
府
の
史

能
之
が
編
纂
し
た
地
方
志
。
三
十
巻
。
現

存
す
る
常
州
の
地
方
志
と
し
て
は
最
古
の

も
の
。
毗
陵
は
常
州
の
古
名
。
宋
代
に
は

晋
陵
、
武
進
、
無
錫
、
宜
興
の
四
県
を
管

轄
し
て
い
た
。



江蘇省常州



化
蝶
モ
チ
ー
フ
の
誕
生

（
南
宋
）
史
能
之
『
咸
淳
毗
陵
志
』
巻
二
七

祝
陵
は
善
権
山
に
あ
る
。
岩
山
の
前
に

「
祝
英
台
が
読
書
し
た
処 

碧
鮮
庵
」
と

い
う
字
を
刻
ん
だ
巨
石
が
あ
る
。

昔
の
詩
に
い
う
。

蝴
蝶
は
満
園
に
飛
ぶ
を
見
ず

碧
鮮
は
空
し
く
読
書
壇
あ
る
の
み

俗
伝
に
よ
れ
ば
、
祝
英
台
は
も
と
も
と

女
性
で
、
幼
い
こ
ろ
梁
山
伯
と
と
も
に
学

び
、
の
ち
蝶
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
い
う
。



化
蝶
モ
チ
ー
フ
の
誕
生

（
南
宋
）
史
能
之
『
咸
淳
毗
陵
志
』
巻
二
七

荒
唐
無
稽
な
話
だ
が
、
寺
の
由
来
記
に

も
斉
の
武
帝
が
英
台
の
旧
所
有
地
を
贖
っ

て
建
立
し
た
と
あ
る
か
ら
、
人
や
建
物
は

実
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。

恐
ら
く
女
性
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。



南宋時代の化蝶伝説

癸
辛
雑
識
前
集
・
化
蝶

（
南
宋
）
周
密

【
解
説
】

周
密
、
字
は
公
謹
、
号
は
草
窓
。
南

宋
紹
定
五
年
（
一
二
三
二
年
）
の
生
ま

れ
。
原
籍
は
山
東
省
済
南
だ
が
、
曽
祖

父
の
周
秘
の
時
に
宋
室
に
従
い
江
南
に

渡
り
、
浙
江
省
呉
興
に
移
っ
た
。
南
宋

末
に
任
官
し
た
が
，
滅
亡
後
は
隠
退
し

て
風
雅
の
生
涯
を
送
っ
た
。
元
大
徳
二

年
（
一
二
九
八
年
）
、
六
七
歳
で
没
し

た
。癸

辛
雑
識
は
南
宋
の
滅
亡
期
の
逸
事

を
記
し
た
筆
記
。
前
・
後
・
続
・
別
の

四
集
か
ら
な
り
、
前
集
に
南
宋
時
代
の

江
南
の
化
蝶
伝
説
を
記
し
た
一
文
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。

江
南
の
風
物
伝
説

（
南
宋
）
周
密
『
癸
辛
雑
識
前
集
・
化
蝶
』

〔
解
説
〕

こ
の
世
に
思
い
を
残
し
て
亡
く
な
っ
た

人
は
、
蝶
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
帰
っ
て
く

る
。
中
国
の
江
南
地
方
で
は
、
そ
ん
な

「
化
蝶
」
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

南
宋
の
が
南
宋
王
朝
滅
亡
期
の
逸
事
を

記
し
た
周
密
の
『
癸
辛
雑
識
』
と
い
う
筆

記
に
は
、
こ
の
伝
説
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

http://greentime.blogbus.com/logs/2004/06/236139.html


江
南
の
風
物
伝
説

（
南
宋
）
周
密
『
癸
辛
雑
識
前
集
・
化
蝶
』

楊
昊
、
字
は
明
之
、
江
家
の
美
し
い
少

女
を
妻
に
迎
え
、
連
年
子
供
に
恵
ま
れ
た
。

明
之
が
客
死
し
た
翌
日
、
掌
ほ
ど
大
き

さ
の
蝶
が
江
氏
の
傍
を
飛
び
回
り
、
丸
一

日
経
っ
て
よ
う
や
く
去
っ
て
い
っ
た
。

訃
報
が
届
き
、
一
族
が
集
ま
っ
て
泣
い

て
い
る
と
、
そ
の
蝶
が
再
び
江
氏
の
周
り

を
飛
び
回
り
、
食
事
の
と
き
も
寝
る
と
き

も
離
れ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

恐
ら
く
は
明
之
が
若
い
妻
と
幼
い
子
供

た
ち
と
別
れ
る
の
が
偲
び
が
た
く
て
、
蝶

に
姿
を
変
え
て
帰
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。



江
南
の
風
物
伝
説

（
南
宋
）
周
密
『
癸
辛
雑
識
前
集
・
化
蝶
』

楊
大
芳
は
謝
氏
を
娶
っ
た
が
、
謝
夫
人

が
亡
く
な
り
、
ま
だ
遺
体
を
棺
に
収
め
て

い
な
い
と
き
、
扇
の
よ
う
に
大
き
な
蝶
で
、

紫
が
か
っ
た
褐
色
を
し
た
の
が
、
ひ
ら
ひ

ら
と
帳
の
中
を
飛
び
回
り
、
窓
の
間
に
集

ま
っ
て
い
た
が
、
丸
一
日
経
っ
て
よ
う
や

く
去
っ
て
い
っ
た
。

私
は
こ
れ
を
聞
い
て
、
は
じ
め
て
明
之

の
こ
と
が
嘘
で
は
な
い
と
信
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
。



%7b15FC71C9-50E9-4276-BAB4-7B96E2B75772%7d

梁山伯の化身とされる玉帯鳳蝶（シロオビアゲハ Papilio polytes）

http://greentime.blogbus.com/logs/2004/06/236139.html


祝英台の化身とされる美鳳蝶（ナガサキアゲハ Papilio memnon）



梁祝故事の演劇演芸化と
還魂・投胎モチーフの誕生



民
間
伝
承
か
ら
演
劇
へ

〔
解
説
〕

モ
ン
ゴ
ル
に
支
配
さ
れ
た
元
代
、
中
国

は
演
劇
の
黄
金
時
代
を
迎
え
た
。

元
王
朝
は
、
一
三
一
三
年
ま
で
科
挙
を

停
止
し
た
た
め
、
旧
金
領
の
華
北
で
は
百

年
あ
ま
り
、
旧
南
宋
領
の
華
南
で
は
三
〇

年
あ
ま
り
、
科
挙
に
よ
る
仕
官
の
途
が
閉

ざ
さ
れ
た
。

漢
民
族
の
知
識
人
た
ち
は
、
新
興
の
演

劇
に
生
活
の
糧
を
求
め
、
元
雑
劇
と
総
称

さ
れ
る
多
く
の
名
作
を
誕
生
さ
せ
た
。

山西省洪洞県広勝寺元雑劇壁画(1324年)



山西省広勝寺元代雑劇壁画（NHKスペシャル「故宮」第10集より）
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還
魂
（
投
胎
）
モ
チ
ー
フ
の
誕
生

清
初
浙
江
忠
和
堂
刻
本
『
梁
山
伯
歌
』

〔
解
説
〕

『
梁
山
伯
歌
』
は
、
清
代
の
初
め
（
西

暦
一
六
六
〇
ご
ろ
）
、
浙
江
の
忠
和
堂
が

出
版
し
た
長
編
叙
事
民
謡
。

一
度
は
死
ん
だ
梁
山
伯
と
祝
英
台
が
、

閻
魔
大
王
の
裁
き
に
よ
り
、
別
の
家
に
生

ま
れ
変
わ
り
、
幸
せ
な
夫
婦
に
な
る
と
い

う
「
投
胎
」
モ
チ
ー
フ
が
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
。



還
魂
（
投
胎
）
モ
チ
ー
フ
の
誕
生

清
初
浙
江
忠
和
堂
刻
本
『
梁
山
伯
歌
』

(

投
墳
の
場
面
か
ら)

‥
‥

英
台
は
輿
に
乗
る
と
大
声
で
泣
き
、

街
道
の
入
口
に
さ
し
か
か
り
ま
す
。
人
と

の
別
れ
は
悲
し
い
も
の
。
梁
山
伯
の
墓
が

見
え
る
と
、
輿
を
停
め
よ
と
命
じ
ま
す
。

線
香
や
紙
銭
を
霊
前
に
並
べ
、
祝
英
台

は
地
に
跪
き
祈
り
ま
す
。
山
伯
の
霊
よ
、

私
の
声
が
聞
こ
え
る
の
な
ら
、
墓
を
開
い

て
く
だ
さ
い
と
。
そ
し
て
、
金
の
釵
（
か

ん
ざ
し
）
を
墓
に
挿
し
ま
す
。



還
魂
（
投
胎
）
モ
チ
ー
フ
の
誕
生

清
初
浙
江
忠
和
堂
刻
本
『
梁
山
伯
歌
』

す
る
と
一
天
に
わ
か
に
掻
き
曇
り
、
月

日
の
明
か
り
も
見
え
ぬ
ほ
ど
。
突
然
、
三

尺
の
穴
が
開
き
、
英
台
は
そ
の
中
に
身
を

投
げ
ま
す
。
残
っ
た
の
は
一
枚
の
も
す
そ

だ
け
。

破
れ
た
も
す
そ
は
蝶
と
な
り
、
二
匹
仲

良
く
空
の
か
な
た
へ
。
な
ん
と
不
思
議
な

出
来
事
で
し
ょ
う
。



還
魂
（
投
胎
）
モ
チ
ー
フ
の
誕
生

清
初
浙
江
忠
和
堂
刻
本
『
梁
山
伯
歌
』

馬
洪
＊
は
一
人
家
に
戻
る
と
、
そ
の
こ

と
を
両
親
に
伝
え
ま
す
。
鋤
で
墓
を
掘
り

起
こ
し
、
二
人
の
骨
を
取
り
出
す
と
、
川

の
中
に
捨
て
ま
し
た
。

＊
馬
洪‥

‥

祝
英
台
と
婚
約
し
て
い
た
地
元
の

名
門
一
族
の
息
子
。



還
魂
（
投
胎
）
モ
チ
ー
フ
の
誕
生

清
初
浙
江
忠
和
堂
刻
本
『
梁
山
伯
歌
』

馬
洪
は
線
香
や
紙
銭
を
用
意
し
、
東
岳

廟
で
燃
や
し
ま
す
。
広
南
の
線
香
と
供
え

物
は
、
ど
れ
も
目
新
し
い
も
の
ば
か
り
。

そ
し
て
地
に
跪
き
祈
り
ま
す
。

馬
洪
は
拝
礼
し
て
線
香
を
上
げ
、
訴
え

ま
す
。

「
東
岳
大
帝
さ
ま
、
ど
う
か
お
聞
き
く
だ

さ
い
。
私
の
妻
の
名
は
祝
英
台
。
吉
日
を

選
ん
で
嫁
に
迎
え
に
行
っ
た
帰
り
、
と
ん

で
も
な
い
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
」

(南宋)陸信忠「十王図」泰山王図(東岳大帝)



東岳廟(浙江省紹興市西塘鎮鳳凰村)

還
魂
（
投
胎
）
モ
チ
ー
フ
の
誕
生

清
初
浙
江
忠
和
堂
刻
本
『
梁
山
伯
歌
』

「
英
台
は
杭
州
で
勉
強
し
て
い
た
こ
ろ
、

梁
山
伯
と
兄
弟
の
契
り
を
結
び
ま
し
た
。

梁
山
伯
が
亡
く
な
り
、
街
道
の
入
り
口
に

埋
葬
さ
れ
ま
し
た
が
、
突
然
怪
し
げ
な
風

が
巻
き
起
こ
り
、
私
の
妻
を
連
れ
去
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

こ
の
世
で
起
こ
っ
た
事
件
を
解
決
す
る

た
め
、
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。
も
し

私
の
妻
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

廟
を
建
て
直
し
、
ご
神
体
に
金
箔
に
貼
り
、

高
く
万
年
灯
を
掲
げ
ま
し
ょ
う
」



東岳廟(浙江省紹興市西塘鎮鳳凰村)

還
魂
（
投
胎
）
モ
チ
ー
フ
の
誕
生

清
初
浙
江
忠
和
堂
刻
本
『
梁
山
伯
歌
』

馬
洪
は
神
に
拝
礼
し
て
立
ち
上
が
る
と
、

急
い
で
紙
銭
を
燃
や
し
ま
す
。
東
岳
大
帝

は
玉
座
に
坐
り
、
前
に
並
ん
だ
鬼
た
ち
に
、

事
件
は
な
い
か
と
た
ず
ね
ま
す
。

訴
訟
の
小
役
人
が
報
告
し
ま
す
。

「
王
様
、
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
人
間
の
世

界
の
馬
洪
と
申
す
者
が
訴
え
を
起
こ
し
て

お
り
ま
す
。
妻
の
英
台
を
奪
わ
れ
た
の
で
、

帰
し
て
ほ
し
い
と
申
す
の
で
す
」



還
魂
（
投
胎
）
モ
チ
ー
フ
の
誕
生

清
初
浙
江
忠
和
堂
刻
本
『
梁
山
伯
歌
』

訴
え
を
聞
い
た
東
岳
大
帝
は
大
慌
て
。

こ
れ
は
何
と
も
不
思
議
な
事
件
。
急
い
で

牛
頭
を
呼
ぶ
と
「
わ
し
は
閻
魔
大
王
の
役

所
に
行
っ
て
く
る
。
閻
魔
帳
か
ら
は
誰
も

逃
れ
る
こ
と
は
で
き
ぬ
か
ら
な
」

ふ
わ
ふ
わ
と
空
を
飛
ん
で
行
く
と
、
五

殿
で
は
閻
魔
大
王
が
お
出
迎
え
。
銀
安
殿

で
挨
拶
を
す
る
と
、
主
客
に
分
か
れ
、
人

間
界
で
起
こ
っ
た
事
件
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
す
。

戴敦邦「東岳大帝」(戴敦邦道教人物画集)



還
魂
（
投
胎
）
モ
チ
ー
フ
の
誕
生

清
初
浙
江
忠
和
堂
刻
本
『
梁
山
伯
歌
』

「
馬
洪
の
妻
・
祝
英
台
は
、
晴
れ
の
良
き

日
に
輿
入
れ
を
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、

梁
山
伯
の
墓
の
前
を
通
っ
た
と
き
、
悪
霊

に
取
り
付
か
れ
、
墓
の
中
に
埋
め
ら
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
死
者
が
人
の
妻
を
奪
う

と
は
も
っ
て
の
ほ
か
。
閻
魔
大
王
に
申
し

上
げ
る
。
人
の
妻
を
奪
っ
た
梁
と
申
す
者

は
、
い
ま
は
捕
ら
え
て
牢
の
中
。
閻
魔
帳

に
誤
り
は
な
い
は
ず
。
ご
覧
に
な
れ
ば
、

す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
」

(南宋)金処士「十王図」閻魔大王



還
魂
（
投
胎
）
モ
チ
ー
フ
の
誕
生

清
初
浙
江
忠
和
堂
刻
本
『
梁
山
伯
歌
』

と
こ
ろ
が
閻
魔
帳
を
開
い
て
み
る
と
、

梁
山
伯
と
祝
英
台
は
北
極
星
と
北
斗
七
星

の
生
ま
れ
変
わ
り
。
前
世
か
ら
の
縁
は
百

年
も
続
く
は
ず
。
馬
洪
の
訴
え
は
嘘
八
百
。

そ
こ
で
晴
れ
の
良
き
日
を
選
び
、 (

梁
山

伯
に)

祝
英
台
を
娶
ら
せ
ま
し
た
。

閻
魔
大
王
は
怒
り
心
頭
。
馬
洪
を
捕
え

る
と
、
御
殿
の
前
に
跪
か
せ
、
叱
り
つ
け

ま
す
。
「
人
の
妻
を
奪
う
と
は
不
届
き
千

万
。
正
直
に
白
状
す
れ
ば
罪
も
少
し
は
軽

く
し
て
や
る
ぞ
」

(南宋)金処士「十王図」閻魔大王



還
魂
（
投
胎
）
モ
チ
ー
フ
の
誕
生

清
初
浙
江
忠
和
堂
刻
本
『
梁
山
伯
歌
』

（
馬
洪
は
訴
え
ま
す
）
「
閻
魔
大
王
様
、

ど
う
か
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
裁
判
は
公
正

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
と
祝
英
台
は
仲

人
を
立
て
て
結
納
を
交
わ
し
、
父
母
の
許

し
を
得
て
夫
婦
に
な
り
ま
し
た
。
礼
教
の

教
え
に
か
な
っ
た
も
の
で
す
。
」

（
閻
魔
大
王
は
）
「
馬
洪
よ
、
強
弁
せ
ず

と
も
よ
い
」
と
言
う
と
、
馬
洪
の
髪
を
解

い
て
濡
ら
し
、
梁
山
伯
と
祝
英
台
の
二
人

に
当
て
ま
し
た
が
、
身
体
に
は
ま
っ
た
く

つ
き
ま
せ
ん
。

(南宋)金処士「十王図」閻魔大王



還
魂
（
投
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）
モ
チ
ー
フ
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誕
生

清
初
浙
江
忠
和
堂
刻
本
『
梁
山
伯
歌
』

(

閻
魔
大
王
は
命
じ
ま
す)

「
牛
頭
馬
頭

を
こ
こ
に
呼
べ
。
馬
洪
を
冥
土
に
連
れ
て

行
き
、
山
の
前
後
を
通
ら
せ
て
、
十
八
の

地
獄
を
巡
ら
せ
よ
。
閻
魔
帳
に
情
は
無
用

じ
ゃ
」

続
い
て
安
産
の
女
神
を
お
招
き
し
、

(

梁
山
伯
と
祝
英
台
の)

二
人
を
故
郷
に
帰

ら
せ
ま
す
。
梁
山
伯
は
張
家
、
祝
英
台
は

李
家
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
二
世
に
わ
た
る

因
縁
で
、
二
人
は
再
び
結
ば
れ
ま
す
。

(南宋)金処士「十王図」閻魔大王



還
魂
（
投
胎
）
モ
チ
ー
フ
の
誕
生

清
初
浙
江
忠
和
堂
刻
本
『
梁
山
伯
歌
』

張
家
の
主
人
が
堂
屋
に
坐
っ
て
い
る
と
、

突
然
、
部
屋
を
満
た
す
赤
い
光
。
産
屋
で

生
ま
れ
た
の
は
立
派
な
男
の
子
。
容
貌
も

立
派
な
ら
頭
も
良
さ
そ
う
。
一
家
そ
ろ
っ

て
大
喜
び
。

李
家
の
奥
さ
ま
が
見
た
不
思
議
な
夢
。

一
輪
の
花
が
門
の
庭
に
挿
さ
れ
ま
し
た
。

果
た
し
て
十
月
十
日
で
無
事
出
産
。
生
ま

れ
た
お
嬢
さ
ま
は
、
刺
繍
な
ど
お
手
の
物
。



還
魂
（
投
胎
）
モ
チ
ー
フ
の
誕
生

清
初
浙
江
忠
和
堂
刻
本
『
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』

月
下
老
人
が
や
っ
て
来
る
と
、
両
家
は

喜
ん
で
仲
人
を
迎
え
、
礼
に
従
っ
て
生
年

月
日
を
記
し
た
紙
を
渡
し
ま
す
。
婿
殿
は

聡
明
で
、
嫁
御
は
器
量
よ
し
。
両
家
に

と
っ
て
は
天
の
恵
み
。

（
婿
殿
は
）
次
々
と
科
挙
の
試
験
に
合
格

し
、
順
風
満
帆
。
一
度
の
受
験
で
本
試
験

に
合
格
し
、
高
い
官
位
を
与
え
ら
れ
て
、

故
郷
に
錦
を
飾
り
、
馬
の
背
に
乗
せ
ら
れ

て
町
中
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
（
完
）



河南省宝豊県馬街村

馬
街
書
会

〔
解
説
〕

「
梁
山
伯
歌
」
の
よ
う
な
語
り
物
は
、
い

ま
も
中
国
で
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

河
南
省
宝
豊
県
の
馬
街
村
で
は
、
毎
年

旧
暦
の
一
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、

こ
う
し
た
語
り
物
の
芸
人
が
各
地
か
ら
集

ま
り
、
大
演
芸
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

馬
街
書
会
と
呼
ば
れ
る
こ
の
催
し
は
、

二
〇
〇
六
年
、
中
国
の
非
物
質
文
化
遺
産

(

無
形
文
化
財)

に
登
録
さ
れ
た
。



馬街書会(NHK「中国 福をよぶ大演芸会～大衆芸のふるさと馬街」より)



馬街書会(NHK「中国 福をよぶ大演芸会～大衆芸のふるさと馬街」より)
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越劇「梁山伯と祝英台」（映画 舞台姐妹より）



越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
の
変
遷

丁
一
「
越
劇
梁
祝
的
由
来
和
発
展
」

（
嵊
県
政
協
文
史
資
料
委
員
会
編
『
越
劇
溯
源
』

浙
江
文
芸
出
版
社
一
九
九
二
年
）

当
時
（
越
劇
『
梁
山
伯
と
祝
英
台
』
が

上
海
で
上
演
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九

一
九
年
ご
ろ─

─
引
用
者
）
、
上
海
で
上

演
し
た
『
梁
祝
』
は
全
部
で
四
十
場
あ
っ

た
。
各
劇
団
は
上
演
の
際
に
場
数
を
増
減

し
た
た
め
、
上
、
中
、
下
の
三
部
構
成
で

上
演
す
る
劇
団
も
あ
れ
ば
、
上
、
下
の
二

部
構
成
と
す
る
も
の
、
さ
ら
に
は
「
回
憶

十
八
」
か
ら
「
送
兄
盟
誓
」
ま
で
の
五
場

だ
け
を
上
演
す
る
劇
団
も
あ
っ
た
。

場
の
題
名
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
だ

い
た
い
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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史
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浙
江
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版
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一
九
九
二
年
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游
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読

喬
装
卜
卦
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山
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別
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宿
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台
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越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
の
変
遷

丁
一
「
越
劇
梁
祝
的
由
来
和
発
展
」

（
嵊
県
政
協
文
史
資
料
委
員
会
編
『
越
劇
溯
源
』

浙
江
文
芸
出
版
社
一
九
九
二
年
）

こ
の
上
演
本
は
巻
本
、
唱
本
の
強
い
影

響
を
受
け
、
運
命
論
的
な
色
彩
が
顕
著
で

あ
っ
た
。

例
え
ば
梁
，
祝
は
、
天
の
金
童
玉
女
が

生
ま
れ
変
わ
っ
た
も
の
で
、
「
蟠
桃
大

会
」
で
愛
が
芽
生
え
た
二
人
は
、
琉
璃
杯

（
一
説
に
は
九
竜
杯
）
を
割
っ
て
し
ま
っ

た
た
め
に
、
玉
帝
か
ら
罰
と
し
て
人
間
界

で
三
世
（
万
喜
良
と
孟
姜
女
、
牽
牛
と
織

女
、
梁
山
伯
と
祝
英
台
。
一
説
に
は
五
世

と
も
い
う
）
に
わ
た
り
結
ば
れ
ぬ
夫
婦
に

な
る
と
い
う
罰
を
受
け
た
。



越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
の
変
遷

丁
一
「
越
劇
梁
祝
的
由
来
和
発
展
」

（
嵊
県
政
協
文
史
資
料
委
員
会
編
『
越
劇
溯
源
』

浙
江
文
芸
出
版
社
一
九
九
二
年
）

そ
し
て
太
白
金
星
が
命
を
奉
じ
て
下
界

に
行
き
、
梁
山
伯
の
「
真
魂
」
を
奪
っ
て

「
呆
魂
」
に
替
え
た (

一
説
に
は
太
白
金

星
が
宿
屋
の
手
代
に
化
け
て
梁
山
伯
に
酒

を
飲
ま
せ
智
恵
を
失
わ
せ
た
と
も
い
う) 

。

こ
う
し
て
梁
山
伯
と
祝
英
台
は
三
年
も

の
間
、
寝
食
を
と
も
に
し
た
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
山
伯
は
英
台
が
女
の
子
で
あ
る

こ
と
に
気
づ
か
ず
、
結
婚
の
好
機
を
逃
し

て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
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越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
の
変
遷

丁
一
「
越
劇
梁
祝
的
由
来
和
発
展
」

（
嵊
県
政
協
文
史
資
料
委
員
会
編
『
越
劇
溯
源
』

浙
江
文
芸
出
版
社
一
九
九
二
年
）

ま
た
墓
が
崩
れ
た
後
、
祝
英
台
は
そ
の

中
に
身
を
投
げ
る
が
、
馬
文
才
も
祝
英
台

の
服
に
つ
か
ま
り
一
緒
に
入
っ
て
し
ま
う
。

こ
う
し
て
梁
、
祝
、
馬
の
三
人
は
墓
に

入
っ
た
後
、
梁
山
伯
は
馬
文
才
が
妻
を

奪
っ
た
と
、
馬
文
才
は
梁
山
伯
に
非
が
あ

る
と
、
地
獄
を
巡
り
な
が
ら
訴
え
続
け
る
。

一
殿
の
秦
広
殿
か
ら
二
殿
の
楚
江
殿
、

三
殿
の
牢
帝
殿
、
そ
し
て
四
殿
、
五
殿
と

訴
え
回
っ
た
が
、
け
っ
き
ょ
く
決
着
が
つ

か
ず
、
五
殿
の
閻
羅
殿
に
至
る
。
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会
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文
芸
出
版
社
一
九
九
二
年
）

游
園
思
読

喬
装
卜
卦

三
嫂
進
讒

立
誓
埋
綾

山
伯
別
父

草
橋
結
拝

夜
宿
換
魂

梁
祝
拜
師

設
墻
共
床

英
台
受
罰

同
窓
共
読

游
園
露
紅

収
信
思
梁

英
台
抗
婚

十
八
相
送

三
嫂
施
計

験
綾
挖
目

梁
祝
夢
会

文
才
嫖
院

祝
馬
廟
遇

遣
媒
説
親

英
台
驚
婚

山
伯
魂
帰

山
伯
思
祝

拝
師
下
山

回
憶
十
八

山
伯
観
景

父
女
相
抗

楼
台
相
会

送
兄
盟
誓

病
回
思
祝

英
台
贈
物

山
伯
臨
終

四
九
報
喪

英
台
哭
霊

文
才
迎
親

祷
墓
碰
碑

地
府
陰
審

文
才
還
魂

娶
親
団
円

（南宋）陸信忠「十王図」閻羅王図



越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
の
変
遷

丁
一
「
越
劇
梁
祝
的
由
来
和
発
展
」

（
嵊
県
政
協
文
史
資
料
委
員
会
編
『
越
劇
溯
源
』

浙
江
文
芸
出
版
社
一
九
九
二
年
）

閻
魔
大
王
が
生
死
簿
を
調
べ
た
結
果
、

よ
う
や
く
真
相
が
明
ら
か
と
な
る
。

梁
祝
は
、
金
童
玉
女
が
罰
と
し
て
下
界

に
追
放
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
前
世
か

ら
定
め
ら
れ
た
運
命
で
あ
っ
た
。

馬
文
才
も
二
人
の
間
を
引
き
裂
く
た
め

に
送
ら
れ
た
小
星
に
過
ぎ
ず
、
祝
英
台
と

は
も
と
も
と
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
。
む
し

ろ
蘭
花
院
と
い
う
遊
郭
の
李
鳳
奴
と
縁
が

あ
る
か
ら
、
寿
命
が
ま
だ
尽
き
て
い
な
い

以
上
、
人
間
界
に
も
ど
っ
て
李
と
結
婚
す

れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（南宋）陸信忠「十王図」閻羅王図



越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
の
変
遷

丁
一
「
越
劇
梁
祝
的
由
来
和
発
展
」

（
嵊
県
政
協
文
史
資
料
委
員
会
編
『
越
劇
溯
源
』

浙
江
文
芸
出
版
社
一
九
九
二
年
）

馬
文
才
は
こ
の
裁
き
を
不
服
と
し
た
が
、

閻
魔
大
王
は
馬
文
才
が
李
鳳
奴
と
同
衾
し

た
こ
と
が
あ
る
で
は
な
い
か
と
叱
責
し
、

小
鬼
に
命
じ
て
馬
文
才
を
人
間
界
に
追
い

返
し
、
梁
、
祝
も
は
れ
て
天
界
に
も
ど
る
。

（南宋）陸信忠「十王図」閻羅王図



越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
の
変
遷

丁
一
「
越
劇
梁
祝
的
由
来
和
発
展
」

（
嵊
県
政
協
文
史
資
料
委
員
会
編
『
越
劇
溯
源
』

浙
江
文
芸
出
版
社
一
九
九
二
年
）

こ
の
『
梁
祝
』
の
芝
居
が
上
演
さ
れ
た

後
、
か
な
り
の
反
響
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で

芝
居
の
値
を
吊
り
上
げ
よ
う
と
、
続
編
を

で
っ
ち
あ
げ
て
観
客
を
呼
び
込
も
う
と
す

る
者
が
現
れ
た
。

続
編
の
あ
ら
す
じ
は
次
の
と
お
り
。



越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
の
変
遷

丁
一
「
越
劇
梁
祝
的
由
来
和
発
展
」

（
嵊
県
政
協
文
史
資
料
委
員
会
編
『
越
劇
溯
源
』

浙
江
文
芸
出
版
社
一
九
九
二
年
）

梁
祝
の
死
後
、
玉
帝
は
呂
洞
賓
と
黎
山

老
母
の
二
仙
に
命
じ
て
、
山
を
下
り
て
梁

祝
の
二
人
を
救
い
出
さ
せ
た
。

そ
し
て
二
人
を
山
に
連
れ
て
い
き
、
武

芸
を
伝
授
さ
せ
た
。



越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
の
変
遷

丁
一
「
越
劇
梁
祝
的
由
来
和
発
展
」

（
嵊
県
政
協
文
史
資
料
委
員
会
編
『
越
劇
溯
源
』

浙
江
文
芸
出
版
社
一
九
九
二
年
）

武
科
挙
の
年
、
梁
山
伯
は
師
の
命
に
よ

り
、
山
を
下
り
て
科
挙
の
試
験
に
向
か
っ

た
。途

中
、
山
東
で
寺
廟
の
参
拝
に
い
こ
う

と
し
て
い
た
路
綱
の
娘
、
路
鳳
鳴
に
出

会
っ
た
。
山
伯
は
そ
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら

れ
、
路
の
後
を
追
っ
た
。
そ
し
て
自
ら
身

を
売
り
、
路
府
の
下
男
に
な
る
と
、
ひ
そ

か
に
路
鳳
鳴
と
結
婚
の
約
束
を
交
わ
し
た
。



越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
の
変
遷

丁
一
「
越
劇
梁
祝
的
由
来
和
発
展
」

（
嵊
県
政
協
文
史
資
料
委
員
会
編
『
越
劇
溯
源
』

浙
江
文
芸
出
版
社
一
九
九
二
年
）

試
験
の
日
が
近
づ
く
と
、
梁
山
伯
は
路

家
の
屋
敷
を
出
て
都
へ
向
か
い
、
武
科
挙

の
試
験
場
で
は
群
を
抜
く
武
芸
に
よ
っ
て

み
ご
と
武
状
元
（
武
官
採
用
試
験
の
首
席

合
格
者
）
に
選
ば
れ
た
。



越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
の
変
遷

丁
一
「
越
劇
梁
祝
的
由
来
和
発
展
」

（
嵊
県
政
協
文
史
資
料
委
員
会
編
『
越
劇
溯
源
』

浙
江
文
芸
出
版
社
一
九
九
二
年
）

そ
の
こ
ろ
遼
の
軍
が
中
原
に
侵
攻
し
た

た
め
、
皇
帝
は
梁
山
伯
に
軍
を
率
い
て
遼

の
征
伐
へ
向
か
う
よ
う
命
じ
た
。

と
こ
ろ
が
梁
山
伯
の
軍
は
兵
力
が
少
な

か
っ
た
た
め
、
敵
軍
に
包
囲
さ
れ
て
し
ま

う
。
黎
山
老
母
は
梁
山
伯
が
窮
地
に
陥
っ

た
こ
と
を
知
る
と
、
祝
英
台
に
山
を
下
り

て
山
伯
の
救
出
に
向
か
う
よ
う
命
じ
た
。



越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
の
変
遷

丁
一
「
越
劇
梁
祝
的
由
来
和
発
展
」

（
嵊
県
政
協
文
史
資
料
委
員
会
編
『
越
劇
溯
源
』

浙
江
文
芸
出
版
社
一
九
九
二
年
）

い
っ
ぽ
う
路
鳳
鳴
も
梁
山
伯
を
思
う
あ

ま
り
、
男
装
し
て
山
伯
を
探
し
に
行
く
。

途
中
、
祝
英
台
と
出
会
い
、
た
が
い
の

真
情
を
探
り
あ
う
中
に
、
英
台
は
鳳
鳴
が

山
伯
と
密
か
に
婚
約
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
自
分
も
山
伯
と
三
年
間
と
も
に
学
び
、

婚
約
し
て
い
る
こ
と
を
打
ち
明
け
る
。



越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
の
変
遷

丁
一
「
越
劇
梁
祝
的
由
来
和
発
展
」

（
嵊
県
政
協
文
史
資
料
委
員
会
編
『
越
劇
溯
源
』

浙
江
文
芸
出
版
社
一
九
九
二
年
）

こ
う
し
て
二
人
は
す
っ
か
り
意
気
投
合

し
、
義
理
の
姉
妹
と
な
っ
て
と
も
に
辺
境

に
向
か
い
、
力
を
合
わ
せ
て
山
伯
を
救
い

出
す
。
そ
し
て
遼
の
軍
を
打
ち
破
る
と
、

軍
を
率
い
て
都
に
帰
る
。

皇
帝
は
大
い
に
喜
び
、
山
伯
を
定
国
公

に
封
じ
、
英
台
、
鳳
鳴
と
結
婚
さ
せ
た
。



越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
の
変
遷

丁
一
「
越
劇
梁
祝
的
由
来
和
発
展
」

（
嵊
県
政
協
文
史
資
料
委
員
会
編
『
越
劇
溯
源
』

浙
江
文
芸
出
版
社
一
九
九
二
年
）

芝
居
は
こ
う
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で

終
わ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
輪
廻
転

生
を
吹
聴
す
る
だ
け
の
杜
撰
な
ス
ト
ー

リ
ー
と
、
あ
る
種
の
低
俗
な
演
出
は
、
観

客
た
ち
の
心
を
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。(

完)



越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
の
変
遷

丁
一
「
越
劇
梁
祝
的
由
来
和
発
展
」

（
嵊
県
政
協
文
史
資
料
委
員
会
編
『
越
劇
溯
源
』

浙
江
文
芸
出
版
社
一
九
九
二
年
）

役
者
た
ち
は
舞
台
で
の
実
践
の
中
で
、

観
客
の
多
く
が
梁
山
伯
と
祝
英
台
が
封
建

的
な
礼
教
制
度
に
反
対
し
、
自
由
な
結
婚

を
主
張
す
る
物
語
を
最
も
好
ん
で
い
る
こ

と
を
知
っ
た
。

そ
こ
で
彼
ら
は
上
演
の
い
っ
ぽ
う
で
、

絶
え
ず
芝
居
に
修
正
を
加
え
、
一
九
三
九

年
に
袁
雪
芬
、
馬
樟
花
が
大
来
劇
場
で

『
梁
祝
哀
史
』
を
共
演
し
た
と
き
に
は
、

旧
本
の
中
の
低
俗
で
卑
猥
な
要
素
を
ほ
と

ん
ど
取
り
除
い
た
。

袁雪芬(左)と馬樟花（右）



越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
の
変
遷

丁
一
「
越
劇
梁
祝
的
由
来
和
発
展
」

（
嵊
県
政
協
文
史
資
料
委
員
会
編
『
越
劇
溯
源
』

浙
江
文
芸
出
版
社
一
九
九
二
年
）

さ
ら
に
一
九
四
五
年
一
月
に
雪
声
劇
団

が
上
海
九
星
大
劇
院
で
『
梁
祝
哀
史
』
を

上
演
し
た
と
き
は
「
十
八
相
送
」
「
回
十

八
」
「
楼
台
会
」
「
臨
終
」
「
吊
孝
」
な

ど
の
五
場
を
中
心
に
上
演
し
た
。

同
年
の
夏
、
袁
雪
芬
、
范
瑞
娟
ら
が
明

星
劇
場
で
再
び
こ
の
芝
居
を
上
演
し
た
と

き
、
「
三
載
同
窗
」
の
場
を
上
、
下
二
場

に
分
け
、
現
在
の
『
梁
山
伯
と
祝
英
台
』

の
上
演
台
本
の
基
礎
が
で
き
あ
が
っ
た
の

で
あ
る
。

袁雪芬(左)と范瑞娟（右）



映画「梁山伯と祝英台」（上海電影制片厰1954年）

主演 范瑞娟(梁山伯)・袁雪芬(祝英台)



第三節 梁祝故事の現在



梁祝墓(浙江省寧波)



縁
結
び
の
神
と
な
っ
た
梁
祝

〔
解
説
〕

浙
江
省
寧
波
に
あ
る
梁
祝
墓
に
は
、
い

ま
も
こ
ん
な
風
習
が
残
っ
て
い
る
。

旧
暦
八
月
二
十
一
日
は
、
祝
英
台
が
梁

山
伯
の
後
を
追
っ
て
死
ん
だ
命
日
。

こ
の
た
め
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、

各
地
か
ら
梁
山
伯
廟
や
梁
祝
墓
を
参
拝
に

た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
る
。
参
拝
客
の
多

く
は
若
い
カ
ッ
プ
ル
や
女
性
。
地
元
に
は

こ
ん
な
言
葉
も
伝
わ
っ
て
い
る
。

若
要
夫
妻
同
到
老
、

梁
山
伯
、
祝
英
台
墳
上
繞
一
繞

夫
婦
が
い
つ
ま
で
も

仲
良
く
暮
ら
し
た
い
の
な
ら

梁
山
伯
と
祝
英
台
の
墓
の
周
り
を

回
っ
て
き
て
ご
ら
ん



梁
祝
の
二
人
は
縁
結
び
の
神
と
し
て

人
々
の
信
仰
を
集
め
る
一
方
、
二
〇
〇
六

年
に
は
第
一
批
国
家
級
非
物
質
文
化
遺
産

(

国
指
定
無
形
文
化
財)

に
登
録
さ
れ
た
。



第一批国家级非物质文化遗产名录
（共计518项）

国务院 二○○六年五月二十日

一、民间文学 （共计31项）

序号 编号 项目名称 申报地区或单位

1 I-1 苗族古歌 贵州省台江县、黄平县

2 I-2 布洛陀 广西壮族自治区田阳县

3 I-3 遮帕麻和遮咪麻 云南省梁河县

4 I-4 牡帕密帕 云南省思茅市

5 I-5 刻道 贵州省施秉县

6 I-6 白蛇传传说 江苏省镇江市

浙江省杭州市

7 I-7 梁祝传说 浙江省宁波市、杭州市、上虞市

    江苏省宜兴市

    山东省济宁市

    河南省汝南县

（以下略）



梁祝墳墓の所在地

浙江省寧波

江蘇省宜興

山東省微山

江蘇省江都

安徽省舒城

山東省嘉祥

河北省河間

河南省汝南

四川省合川

甘粛省清水



ま
と
め

梁
山
伯
と
祝
英
台
の
伝
説
は
、
遅
く
と

も
八
世
紀
初
め
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が

唐
代
の
資
料
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
。
十

二
世
紀
初
め
に
書
か
れ
た
梁
聖
君
廟
の
由

来
記
に
は
、
北
宋
時
代
の
伝
承
が
詳
細
に

記
録
さ
れ
て
い
る
。

南
宋
時
代
に
な
る
と
、
二
人
の
悲
劇
に

同
情
し
た
人
々
は
、
化
蝶
モ
チ
ー
フ
を
加

え
て
、
現
在
の
物
語
を
完
成
さ
せ
た
。
明

代
に
は
還
魂
モ
チ
ー
フ
、
清
代
に
投
胎
モ

チ
ー
フ
な
ど
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
あ
る
ふ
れ
る

続
作
が
作
ら
れ
、
越
劇
も
当
初
は
こ
れ
ら

を
採
用
し
て
い
た
。

梁
祝
の
二
人
は
縁
結
び
の
神
と
し
て

人
々
の
信
仰
を
集
め
る
一
方
、
二
〇
〇
六

年
に
は
第
一
批
国
家
級
非
物
質
文
化
遺
産

(

国
指
定
無
形
文
化
財)

に
登
録
さ
れ
た
。
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